
令和５年４月教育委員会定例会 議事録

日時   令和５年４月１３日（木）

場所   県庁行政棟７階「教育委員会室」
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前回議事録承認

冊 子 １

第 １ 号 議 案

令和５年４月１３日（木） １５時００分

長崎県庁行政棟 教育委員会室

中﨑教育長、廣田委員、森委員、伊東委員、嶋崎委員、芹野委員

狩野教育次長、桑宮教育次長、岡野義務教育課長、石橋特別教育

支援課長、田川高校教育課長、直塚高校教育課企画監

（中﨑教育長）

それではただいまから４月定例会を開会いたします。議事に入り

ます前に４月１日付けで、事務局職員が異動しておりますので、委

員の皆様にご紹介いたします。

桑宮教育次長から順次自己紹介をお願いいたします。

～職員自己紹介～

その他本日は出席しておりませんけれども、教育センターの所長

に竹之内覚君を登用しておりますので、ご紹介いたします。以上

で、異動しました職員の紹介を終わります。どうぞよろしくお願い

いたします。

それでは、本日の議事録署名委員を私から指名させていただきま

す。 議事録署名委員は、廣田委員、森委員の両委員にお願いしま

す。次に、３月定例会の議事録は、各委員に送付されております

が、承認してよろしいでしょうか。

「異議なし」と呼ぶ者あり

（中﨑教育長）

御異議ないようですから、前回の議事録等は承認することにいた

します。それでは、各委員ご署名をお願いします。

本日提案されています議題等のうち、第３号議案と報告事項

（６）（７）につきましては、教育委員会の会議の非公開に関する

運用規定により非公開として協議を行いたいと思いますが、ご異議

ございませんでしょうか。

「異議なし」と呼ぶ者あり

（中﨑教育長）

ご異議ないようですので、そのように進めてまいります。

それでは、定例教育委員会の冊子１について審議いたします。ま
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ず、第１号議案について、提案理由をご説明願います。

（岡野義務教育課長）

２ページ、第１号議案、令和５年度長崎県教科用図書選定審議会

にし、諮問する事項についてお諮りいたします。提案理由です。本

議案は、令和６年度に小学校、中学校及び義務教育学校等で使用す

る教科用図書の採択について、義務教育学校の教科用図書の無償措

置に関する法律第 11 条に基づき、教科用図書選定審議会に対し、そ

の採択基準について諮問しようとするものです。諮問内容の前に、

教科書採択の仕組みについて説明をさせてください。４ページをお

開きください。「義務教育諸学校用教科書の採択の仕組み」をご覧く

ださい。図の一番下の段に、真ん中、⑦番がありますが、市町村立

小中学校及び義務教育学校で使用する教科用図書を採択するのは、

市町村教育委員会となります。これに対して、図の真ん中部分をご

覧ください。図の、２段目の真ん中部分です。下向きの矢印で⑤を

示しておりますが、都道府県教育委員会の仕事は市町村教育委員会

に対して、指導、助言、援助を行うこととなっています。あわせ

て、その際は、都道府県教育委員会から、左向きの矢印４番が示さ

れておりますが、あらかじめ教科用図書選定審議会の意見を聞くこ

ととなっております。その規定に基づいて、教科用図書選定審議会

に指導、助言、援助の具体的な内容として、教科用図書の採択基準

を諮問することとなっております。

大変申し訳ありません６ページをお願いします。採択の時期につ

いて説明をいたします。６ページの上から二つ目の、黒い四角に示

しております通り、４年に１回は採択替えを行うことが原則です。

その下 1 に示しております通り、本年度は小学校が採択替えの年度

になっております。すべての教科において、昨年度新たに文部科学

大臣の検定を受けた図書があります。従いまして、小学校において

は、すべての教科書について採択替えを行うということになりま

す。なお、下の方、３に示しております通り、特別支援学校及び小

中学校の特別支援学級の一般図書については、国の教科用図書の検

定とは関わりなく、毎年度、児童生徒の障害に適した一般図書を採

択できることとなっております。

申し訳ありません、ページが前後しますが、５ページをお願いい

たします。５ページ、採択に関するスケジュールの令和５年度のと

ころをご覧ください。先ほども触れましたが、今年度小学校は教科

書の採択替えを行います。なお、中学校においては、来年度６年度

が採択替えとなるために、今年度は全教科で文部科学大臣の検定が

行われる年となるわけです。

最後に３ページにお戻りください。これまで私が説明しました内

容を、この３ページの中程の理由のところにまとめて記載しており

ます。諮問する具体的な内容は、記以下に示しております通り、令

和６年度使用する教科用図書の採択基準について、1、採択に関する

基本方針、２つ目が採択の方法、３つ目が小学校全教科の選定資料
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質     疑

としております。以上ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（中﨑教育長）

それでは、第１号議案について質疑・討論を行ないます。ご質問

等はございませんでしょうか。

（廣田委員）

僕思ったのはその６ページに、ひし形の黒く塗りつぶしてある、

例の令和５年度採択替えの年度であると、採択替えの年度なので採

択をするという意味はわかるんですよね。ちょっと疑問に思ったの

は、採択替えの年度に採択した教科書が、次年度、その次の年度と

いうふうに、採択していく中で、全く同じ教科書を、もうほとんど

の市町村は採択をしてるんじゃないかと思うんですよね。そうする

とその毎年こういうふうに採択を行うということは多分法律に規定

してあるからそうするんだろうけど、無駄な事務手続きではないか

なっていう気もします。私が知りたいのは、令和４年度までに、要

するに令和元年に採択をしてから２年度３年度で違う教科書を採択

したっていうような市町村が長崎県の中であったのかどうか、教え

てください。

（岡野義務教育課長）

本県においては、今ご質問のあった採択を変えたという市町はご

ざいません。ご存知の通り、大日本図書が昨年から贈収賄がありま

した。その関係で、そこに関係していた大阪府の藤井寺市、この市

は本当に教科書の編集とか選定にかかっていた方がいらっしゃった

ものですから、採択替えを今年度行ったということは聞いておりま

すけれども、本県においてはそのような事実はありませんので、ま

さに質問については、そういうことは長崎県においてはないと、い

うことになります。

（廣田委員）

そうであれば先ほどちょっと疑問を呈したように、もう採択替え

の年に採択した教科書をずっと使っていくんであれば、毎年毎年こ

うやって、市町村教育委員会、県教委もそうだけど、これだけでも

事務大変だから、もうこういうことはやめましょうよと、違う教科

書を使うときだけそういう申請をすればいいというふうに、国にそ

ういう事務手続きをしたらいいんじゃないかなと思うんですけどそ

れはどうですか。

（岡野義務教育課長）

実は、このことも我々の中では、どうにかならないものかという

ことを考えまして、文部科学省の方に確認をしております。やは

り、委員がおっしゃったように、教科書無償給与法の法律の中に、

毎年度採択をしなければならないということが明示されている関係
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から、なかなかこの部分が難しいなというところが、現状でござい

ます。従って、毎年度この選定審議会というのはきちんと設けて、

何が起きるかわからない市町村の採択に指導助言を行う準備はして

おかなければならないというのが今の見解だろうなというふうに考

えております。

（廣田委員）

法律上のことだから僕らが言ってもどうしようもないのかなと思

うけど、そういう無駄な事務手続きをできるだけ省いていきましょ

うという、提言は国にやはりし続けていっていかなくてはいけない

んじゃないかなというふうに思います。これは意見です。

それからもう一つは不正があったということもあったけれど、ど

こかの組織図の中で市町村教育委員会で今年は採択替えの年だから

やっぱり入念に教科書を見ていかないといけない。そうなると一番

重要な人はどこかと思って見たら、ここの図にある調査員、調査員

っていうのが一番教科書をじっくり眺めて、そして選定委員会に進

言をしていかないかんということだろうと思います。調査員ってい

うのはどういう人がなっているのか、それをちょっと聞きたいんで

すよ。

（岡野義務教育課長）

まさに委員のお話にあった通り、この調査員の方の力というのが

非常に重要なところを占めております。従いまして、我々が調査員

にお願いをするのは、どうしてもその教科指導に実績を有している

かとか、一定の経験もあって、優れた実績を有している方、加え

て、今まで教科書の著作とか、あるいは編集等に関わったことがな

い人、というのが条件になっております。こういった方をお願いす

るようにしておるところです。

（廣田委員）

ということは調査員っていうの学校の先生方が主なのか、あるい

は部外者も入ってるのかどうか。要するに、学校の教育に関係な

い、第三者というかそういう人も入ってるのか調査員の中に。

（岡野義務教育課長）

これは学校の先生です。今現在学校現場で勤めている先生たちが

調整員です。

（廣田委員）

それからこの前送っていただいた冊子があったんですけど、その

中に新しい教科書の中にはＱＲコードが全教科書の中に入ってる

と。ＱＲコードを読み取るっていうのは、スマートフォンでないと

駄目なんじゃないかと僕なんか思うんですけど、携帯の持ち込みの

問題が関わってくるんじゃないかと思ったんだけど。長崎県の高等
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学校の場合は例えば授業中を使わせないとかね、何かそういうのが

あったような気がするんですけど。スマートフォン以外で、学校が

配布してるタブレットで読み取れるのかどうか、このことをちょっ

と確認したかった

（岡野義務教育課長）

間違いなく今最後に出てきました、１人１台端末で持っている子

どもたちがそのタブレットで読み取ることができるようになってお

ります。

（廣田委員）

それで疑問解決しました。以上です。

（中﨑教育長）

廣田委員のご指摘すごく重要だと思ってまして、ちょうどうちの

内部の中でもご指摘の部分じゃないんですけど、この教科書選定に

当たる事務がずっと例年通りやってるんだけどもう少しちょっとや

り方を簡便にできないかと。だから同じやり方をすると非常に無駄

というんですかね、県教委と市教委に分かれてみたらちょっと議論

をしましたんで、ぜひ業務の中で見直すところがあればしっかり見

直してまた新たな課題に解決するようにやっていただきます。

（嶋崎委員）

実態をご存知だと思うんですけれど、市の教委なんかは調査員の

評価っていうのがもうすでについて、教育委員はそれを見ることに

なるんですね。丸バツ三角は忘れましたけれど。そうすると、やっ

ぱり上位、例えば２社の中から選ばざるをえなくても、それでもも

うほぼこれにしましょうよっていうような。そういう評価に実際に

なっていて、教育委員２日間ぐらいかけてあれ多分７社ぐらいある

のかな、あれを全教科一応目通さなきゃいけない説明を受けなきゃ

いけないんですよね。追認をするっていうような形式的なセレモニ

ーになっているのが、私は現実だというふうに思って。異論を言う

人いないもんね、まず。なにか気づいた点、意見としてはあるかも

しれないけど。それで例えば、評価員が示した評価が覆って、他の

発行社の教科書が選定されてるということはまずないと思うんです

よ。というような形式的ながら、実はそういう作業を。結構大変で

すあれ。

（中﨑教育長）

市町教委であったんですか。大村市ですか。

（嶋崎委員）

そうだと思うんですけどね。大村は前そうだった。
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（岡野義務教育課長）

調査員が作った資料をもとに、今度はその上に、ほとんどの市町

教育委員会は選定委員会というのが前提になります。この選定委員

会でまさに委員がおっしゃったように、この場では第 1 希望、この

教科書は第二希望っていう感じで大体決めています。これをもとに

最終的には、教育委員会の方で決定していくという流れになってお

るかと思います。実は、１１教科１３種目小学校の教科書がござい

まして、その１３回それを開かなければならないというのは非常に

大きな労力かなとは思っております。今、大村市の話をなされまし

たけれども、私がいろいろ聞く限りでは、最終的な教育委員会のと

ころで、選定順で１番２番が上がってきたところがひっくり返ると

か。そういうことも全然珍しくない話を聞いておりますので、一応

これはもう参考までにお伝えしておきたいと思います。

（森委員）

私は選定委員をしたことがあるんですけど、さっきおっしゃった

ように、第１がこれで第２がこれでってあげたのを教育委員会で、

３番手が挙がってたっていうことがあったので、自分たちもすべて

の、特に小学校１学年から６学年まであってそれぞれの教科がある

のでもう膨大な冊数を、私たちも見るんですけどもちろん教育委員

さんも多分見られて、多分その時はやっぱり３番目に挙げてたのが

よかったということで、だからその時は、やっぱ一番手とかの方が

よかったってことで大村市さんも決定されたんだと思うんです。

（中﨑教育長）

他にございませんでしょうか。伊東委員。

（伊東委員）

すみませんちょっと話が少しずれてるかもしれないんですけど、

日々現場で教科書に馴染んでる先生っていうか、その先生方の声っ

ていうのを、何か反映するシステムっていうのは、何かそういう仕

組み自体はないのかなと思ったんです。実際に教えながら、ここの

ところはこんなじゃなくてこういうふうに作っていった方がいいと

か、そういうのって結構現場の先生気づいてると思うんですけどそ

ういうのを、すぐに何かどっかに言ったらそれは将来何らかの形で

反映してくれる、そういう仕組みはないんでしょうか。

（岡野義務教育課長）

まず今年度のように、採択替えに当たっている時は、実は調査員

とか選定委員に選ばれた先生方以外の声を拾うためにも、市町教育

委員会は管内のすべての小学校に教科書をまわします。一般の先生

たちのお声をちゃんと参考までに聞く形をとっていく。これは採択

に関することです。普段からどういう教科書を作っていったらいい

のかということに関して、先生たちの声をどういうふうに拾ってい
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採 決

可 決

第 ２ 号 議 案

るかということはまた別問題だと思うんですけれども、これが年度

によってそれをしたら、いけない年というのがあります。文部科学

省に検定申請をしている時にそのことをやってしまうと、今から７

年ほど前に教科書検定本閲覧問題というのが非常に全国的に大きな

問題となって、処分の対象になりました。利害関係を有してしまっ

て、ある教科書会社を採択するような利害関係を見てしまうという

ような問題にも繋がってしまったわけです。文部科学省に検定申請

をする年以外に、そういうふうに現場の先生たちから声をもらうこ

とは、非常に委員のご指摘の通り、教科書づくりに関しては私は有

効なことだと思うんですけども。

その危険な年があるということはちょっとお伝えしておきたい。

（中﨑教育長）

ほかに、質問等ございませんか。

－－－－ な し －－－－

（中﨑教育長）

それでは質疑・討論をとどめて、採決いたします。

第１号議案は原案のとおり可決することにご異議ございません

か。

「異議なし」と呼ぶ者あり

（中﨑教育長）

ご異議ないものと認めます。よって第１号議案は原案のとおり可

決することに決定されました。

次に、第２号議案について提案理由を説明願います。

（田川高校教育課長）

冊子１、７ページ、第２号議案、令和６年度県立高等学校及び特

別支援学校高等部で使用する教科用図書の採択に関する基本方針に

ついてご審議をお願いするものでございます。提案理由といたしま

しては、令和６年度に県立高等学校及び特別支援学校高等部で使用

する教科用図書の採択について県教育委員会の採択に関する基本方

針を定めるものでございます。内容につきましては、８ページをお

開きください。別紙１、基本方針等について案を載せております。

１の採択に関する基本方針につきましては、１、２、３でお示しし

ている通りでございます。簡潔に申し上げます。１、学習指導要領

のねらいに沿った適切な教科用図書を採択すること。２、各学校の

教育課程に適した教科用図書を採択すること。３、採択後速やかに

採択教科用図書及び採択理由を公表するなど、採択の透明性の確保

を図ること。ということでございまして、この三つを基本方針とし

ており前年度と変更はしておりません。続きまして、２の採択の方
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質     疑

法についてご説明をいたします。最初に９ページの中程にあります

概要図をもとに、採択手順について説明をさせていただきます。

まず１でございます。採択に関する基本方針の決定でございます

が、本日審議をお願いしておりますところでございます。ご承認い

ただきますと、右側の丸になりますが、基本方針に基づき、詳細な

教科書選定に係る指導助言を学校側に県教委が行います。それから

③と④ですが、学校では教科科目ごとに教科書を選び、最終的には

教科書選定委員会で決定いたします。続いて⑤ですが、学校が採択

を希望する教科書一覧を、それを選んだ理由を添付して、県教委へ

報告をいたします。⑧と⑨ですが、県教委はそれぞれの教科書選定

理由一覧表の確認をし、教育長決裁により採択をいたします。なお

確認作業の中で疑問等があれば、⑥、⑦でお示ししております、学

校に対して指導助言を行うこともあります。以上が採択手順となり

ます。

それでは８ページに戻っていただき、２の採択方法をご説明いた

します。項目が３つございますが、項目１につきましては、今説明

いたしました採択手順を、外部からの不当な働きかけがないよう留

意するといった内容でございます。項目２は、教科書は検定する教

科書など、教科書目録から選んで採択すること。項目３につきまし

ては、特別支援学校高等部では、各学校の教育課程との整合性を十

分に検討して、適切な教科用図書を採択することなどの留意点を記

載しております。なお補足でございますが、昨年度より新しい学習

指導要領が高等学校においても実施されているため、来年度につき

ましては、高校１年生から３年生まで新学習指導要領に基づいた教

科書を使用することとなります。以上ご審議をよろしくお願いしま

す。

（中﨑教育長）

それでは、第２号議案について質疑・討論を行ないます。ご質問

等はございませんでしょうか。

（廣田委員）

どうして義務教育と県立高等学校で違うのかなっていうことが気

になります。義務教育の場合は採択替えというのは、４年に１度あ

るのに、県立学校はおそらくその学習指導要領の改定とか、そうい

うことが何年かに一度あるんでその時に採択替えっていうのがある

のか、採択替えそのものっていう言葉そのものがないので。それは

どうしてないんですかっていうことをまず疑問です。

（田川高校教育課長）

高等学校におきましては、採択替えは毎年行うことになっており

ます。ですので高等学校におきましては、毎年教科書を変えていく

ということも可能になっているというような状況でございます。で

すので例えば国語とかですね、英語とか、いわゆる素材文がいろい
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ろありますけれども、毎年それぞれの教科の先生方は、今年はやは

りこういう小説や評論を読ませたいよねとか、ああいう英文読ませ

たいよねというようなお考えのもとですね、毎年教科書を変えてい

るというのが実情です。

（廣田委員）

ということはですよ。高等学校の場合には、ほとんどその例え

ば、東高とか西高がありますが、その学校によっては、多分入学し

た学年は多分３年間は一緒の教科書を使っていくんだろうけど、新

しく入ってくる生徒たちはほとんど違う教科書を採択していると考

えてるんですか。

（田川高校教育課長）

教科によってそのあたりの傾向も違うのかなというふうに思って

おります。おそらく数学とか理科とか社会とかっていうのは割と同

じ教科書を選定するような傾向にあるのかなと。先ほど申し上げま

した国語とか英語とか、割と毎年毎年変えているのかなと思いま

す。そういう教科科目によって少し傾向が違うのかなというふうに

思っております。

（廣田委員）

そうであれば義務教育のように形式的でないから、毎年毎年その

担当する先生によって教科書が変わっていくというのは、いいやり

方かなっていうふうに思います。ここの教科書選定委員会、ここの

部分が、調査員とか何とかもないですね義務教育と違って。そうな

った場合その選定委員会というのは、少人数の中でやるんだろうと

思うんですけど、この選定委員会の力っていうのがものすごく重要

になってくると思うんですけど。この辺はどういう決め方をしてる

んですよね。外部が入ってるのかどうかね、そこをちょっと聞きた

い。

（田川高校教育課長）

高等学校における教科書選定につきましては、選定の透明性を図

るとともに、また公正な選定を行わなければならないということ

で、毎年度通知を高校教育課の方から各学校に出しておりまして、

必ず外部の委員を最低２名で入れるようにというような指導をして

おります。ですので多くの学校で２名以上を入れておりまして、１

番多い学校で５名入れている学校もあるということで公平性とか透

明性を図っているところでございます。

（廣田委員）

外部の５名っていう方はどういう人たちですかね。ある程度教科

書に精通してないと、その選定委員の体をなさないことになってく
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採 決

可 決

報  告（１）

ると思うんですけど。

（田川高校教育課長）

主にはこちらからは保護者代表ですとか、あるいは地域の方々と

いうようなことで文書では出しているところですけども、実態とし

ましてはＰＴＡ役員の方々が一番多いのかなという印象です。

（廣田委員）

そうするとその教科の専門性っていうかな。その部分はもうどっ

ちかというと高等学校の先生方でやっていかざるをえないというこ

とですか。例えば大学の先生を入れているようなことはないんです

か。

（田川高校教育課長）

大学の先生が出ているというケースについてはちょっと把握して

いないんですけれども、実際問題としてはＰＴＡの役員の皆様方に

お願いをしていて、学校の先生方が決めた教科書を追認していただ

いてるというようなのがあったことも現状ではなかろうかと思いま

す。

（中﨑教育長）

よろしいですか、ほかにございませんでしょうか。

－－－－ な し －－－－

それでは、質疑・討論をとどめて採決をいたします。

第２号議案は原案のとおり可決することにご異議ございませんで

しょうか。

「異議なし」と呼ぶ者あり

（中﨑教育長）

ご異議ないものと認めます。よって第２号議案は原案のとおり可

決することに決定されました。

続いて、報告事項に入ります。最初に本日配布しております。こ

れからの離島留学検討委員会の開催についてというようなことでこ

れはちょっと急遽、報告をさせていただきたいと思います。お手元

ございますかね。高校教育課長。

（田川高校教育課長）

これからの離島留学検討委員会の開催についてご報告をいたしま

す。ご承知の通り去る３月１日、本県の離島留学制度を活用して、

県外から壱岐高校へ来ておりました離島留学生が行方不明になり、

その後３月２１日に死亡が確認されるという事案が発生いたしまし

た。行方不明になって死亡が確認されるまでの間、学校の教職員、
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生徒、地域の方々が無事を祈りながら、できる限りのことに取り組

んで参りましたが、最終的には大変残念な結果となりました。本県

の離島留学制度は、平成１５年にスタートをしており、それから２

０年間の間に実施校が３校から５校に増え、また入学者数も累積で

１，０００名を超える状況でございまして、各校の特色ある教育を

受けた生徒たちは、国内外に進学、就職し、活躍をしております。

そうした中で、今回行方不明になった離島留学生が亡くなったこと

につきましては大変重く受けとめております。また、留学生、離島

留学生の中には、様々な事情を抱えた生徒が入学してきている実態

もあることから、今回委員会を立ち上げ、離島留学制度の運営上の

課題を取りまとめ、２度とこのような悲劇が起こらないよう、また

離島留学生が安心した生活を送れるよう、必要な手だてを検討した

いと考えております。

委員会における検討内容については、「２ 検討内容」の丸印をご

覧ください。教職員の配置状況や離島留学生の相談体制が十分であ

ったか。離島留学支援員を県が採用しておりますが、その役割や業

務内容が現状のままで十分なのかどうか。あるいは保護者との情報

交換や連絡体制がしっかりと構築されているのかどうか。住環境や

里親支援は十分かどうか。県と市の離島留学の接続体制は十分かど

うかといった点から、具体的に検討を加えたいと考えております。

「３ 組織」については、本体でありますこれからの離島留学検

討委員会のメンバーには、次のページをご覧いただいてよろしいで

しょうか。メンバーを記載しておりますが、外部委員として、弁護

士や臨床心理士などの方々をメンバーに加え、壱岐対馬五島の３市

の市長、教育長及び県の職員で構成をしております。また、本体の

下部組織にはそれぞれ３市におきまして、検討部会を設置し、離島

留学生やその関係者に対して実施したアンケートや聞き取りなどの

実態調査から課題や意見要望などを取りまとめ、検討委員会へ報告

することとしています。

「４検証方法とスケジュール」につきましては、４月２０日木曜

日に第１回の委員会を実施いたします。その内容は、次のページを

お開きください。丸の４、事務局から離島留学制度の内容、それか

ら、離島留学生の現状、壱岐事案の概要を説明し、丸の５の協議の

中で質疑を受け、離島留学制度の課題や今後の検討事項検討方針に

ついて委員の方々のご意見を伺う予定にしております。資料は「４

スケジュール」の表にお戻りください。４月下旬からは、検討委員

会で、先ほど申し上げましたように、アンケートや聞き取りを実施

し、取りまとめ、第２回の委員会へ報告をし、今後どのような手だ

てが必要か検討して参ります。その後事務局で課題を持ち帰り、検

討した後、８月下旬をめどに第３回委員会を開催し、改善策や支援

内容を取りまとめることにしております。報告は以上でございま

す。
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質 疑 （中﨑教育長）

ただいまの報告に対するご質問、ご意見等ございませんでしょ

うか。

（廣田委員）

今説明がありましたけど、本当に不幸なことが起こって痛ましい

事件だったんだけど。離島留学制度そのものっていうのは、僕も今

日初めて１，０００名を超える生徒を迎えて、長崎県がやってきた

制度で、非常にすばらしい制度だと思うんですよね。中には不登校

の生徒たちも結構いて、その生徒たちの立ち直っていった状況があ

るし、あるいは中国語とか韓国語とかを学んで、そういう海外で育

っていった生徒たちもいるみたいですからこの制度、本当にいい制

度だと思うし、堅持していって欲しいんですが。この検討委員会っ

てのは非常に時期を得て非常にいい制度だと思うんだけど。これは

毎年こういう形で常設されていくものなんですか。今年いっぱいの

ものなんですか。

（田川高校教育課長）

本体の検討委員会につきましては、まずもって今年度ですね、1

年をまず試行でやっていきまして、引き続き委員の皆様方から開催

のご意見がありましたら開催することもあろうかと思いますけれど

も。毎年開催するものとしては例えば壱岐の方ではその下部組織の

部会の方を毎年実施していくようなことを検討していらっしゃると

いうことで聞いております。

（廣田委員）

私もそれでいいと思うんだけど、これを毎年毎年常設でやってい

くとなると、また担当者にとってはこういう会議を毎年開いていく

ということも大変だから、やっぱりその下部組織の中で、きちっと

充実させていくということが大事だと思います。今年の様子をよく

見て、検討委員会の意見を聞いて、３年に１回ぐらいの開催だった

らいいけど、これ毎年毎年こういう形でやっていくとなったらまた

マンネリ化していくから、今年の取り組みを本当に大事なこととし

て取り組んでいただきたい。

（中﨑教育長）

他にご質問等ございませんでしょうか。

（芹野委員）

本当に残念な事案だったんですけど、この報告の内容のそのもの

とはちょっと違うんですけども、生徒さんとの連絡体制とか、その

生徒さんを里親として迎えられている家族の方々との連絡体制って

いうのは、現時点でどういうふうになっているのかを教えてくださ

い。
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（田川高校教育課長）

高校生の離島留学につきましては、離島留学生が、親と連絡を取

ることについては何ら制限を設けていないというようなところにな

ります。

したがいまして当然高校生ですから、スマートフォンですとかそ

ういったものを携帯しておりまして、学習時間以外の時間帯であれ

ば子どもたちが親に自由に連絡を取っていいという、そういう状況

になっております。

（芹野委員）

すみません、今の親っていうのはご本人の親と、県とか行政との

繋がりはどういうふうになってるのかと。学生さんと、さらにその

学生さんを引き受けている、里親さん。

（田川高校教育課長）

里親さんと、県とのパイプということにつきましては、直接的な

やりとりはしておりませんけれども、県が離島留学支援員というの

を雇用しておりまして、壱岐、対馬、五島に各１名ずつ置いており

ます。その離島留学支援員の方々が、毎月必ず１度、ないしは複数

回、例えば学校だよりを持っていく、その際に必ずやりとりをし

て、子どもたちに何か変化はありませんかとか、何かこう困ること

ありませんかというようなことで、里親さんの困り感も含めて聞き

取りを行うようになっております。極端なものについては支援員を

通して、県教委にくるというそういう仕組みです。

（芹野委員）

学生さんとはどうですか。

（田川高校教育課長）

学生とは、これも直接我々がやりとりをすることはございませ

ん。しかし、学校の職員を通してこちらの方にいろんな事案が起こ

った場合には、こちらに報告が上がってくるという形です。

（芹野委員）

この検討委員会の中でいろいろ検討されると思いますけど、やは

り県教委の窓口がなるべく、いつも繋がっててなるべく短時間で、

身近に情報交換ができるような、身近になればなるほど手間はかか

ってくると思うんですけど、その辺りをしっかり今度設置される検

討委員会の中で検討されて、よりよいものになっていくことを期待

いたします。

（中﨑教育長）

ありがとうございます。そこでこれをどうやって受けとめていく
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報 告 （ １ ）

質 疑

かということは多分議論になると思いますので、しっかり我々も検

証して対策はとっていきたいと思っております。他にございません

でしょうか。

この検討委員会が開かれたらその状況であるとか、そういった経

過についてはまた皆さま方にしっかりご報告したいと思ってます。

－－－－ な し －－－－

（中﨑教育長）

それでは続いて報告事項（１）について説明をお願いします。

（田川高校教育課長）

引き続き冊子１の１０ページ、報告事項 1 をご覧ください。令和

５年度３月公立高等学校卒業者の就職内定状況についてご報告いた

します。３月末現在で、高校教育課が調査しました公立高校全日制

定時制のデータでございます。

「１ 就職内定状況」につきましては、全体の就職内定率は９

９．４％で、昨年同期と比較し、０．２ポイントの減少となりまし

た。次に就職内定者のうち県内割合が６７．４％で、昨年同期と比

較し、２．５ポイント減少しました。新型コロナウイルスの制限が

緩和される中で、県外企業の活動が活発になっていることが要因と

考えられます。未内定者数が１２人おりますが、現在、ハローワー

クに登録し、求人、求職活動をしている卒業生、公務員の補欠合格

待ちのものなどがおります。未内定者につきましては、今後も求人

情報を提供し、ハローワークに繋ぐなど、関係機関と連携した支援

に努めて参ります。

「３ 月別就職内定率、県内就職割合の推移」につきまして、平

成２４年度にキャリアサポートスタッフを配置し、県内内定率や未

内定者数の改善に取り組んで参りました。今後も生徒、教員、県内

企業の理解が進むよう取り組むとともに、関係機関との連携を深め

て参ります。報告は以上になります。

（中﨑教育長）

ただいまの報告につきまして、ご質問、ご意見等ございませんで

しょうか。

（廣田委員）

これも毎年報告あってるんですが、今年は県内の希望者が最後の

行に書いてある７９人減少したと。この７９人という数っていうの

は、少なく見ているのか、多いというふうに見るべきなのか。０．

７ポイント減少とか２．５ポイント減少って書いてあるんだけど、

実際の数字でいくとどのくらい減少してるのかというのが疑問で

す。県内の場合人口も減ってて、減ってる中でその働き手が足りな

い。この前お聞きしたのは、交通機関等も運転手の数が足りなくな
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ってる、減便をせざるをえないとか、あるいは新聞記事だったかも

しれませんが、有名飲食店がその人手不足で閉店に追い込まれたと

か、これは首都圏の話だったけど。そういうニュースがあってる中

で、県内の希望者が減るっていうのは、あんまり望ましくないなと

思ってるんですけど。この 79 人の減少っていうのは多いんですか少

ないんですか、どう見てますか。

（田川高校教育課長）

その表のところに、一番左の方に卒業予定者数という欄がござい

まして、マイナス２２７名ということで、先ほど廣田委員おっしゃ

いましたように、やはり人口も減っておりますけれども、その減り

具合よりも、この県内の就職希望者数７９名減というのは、割合と

してそれを上回った数になっております。したがいまして、私ども

も県内の希望者がマイナス７９名で、県外を希望してるものが４２

名ということについては、かなり重く受けとめているところでござ

います。背景としましては、我々が分析をしてますことは、特に県

外の大手の企業、例えば自動車メーカーですとか、そういったとこ

ろの工場から、今まで１名採用だったところが２名、あるいは３名

という形で採用数を増やしてきているというようなところが背景に

ございます。また、これまで県内の企業と産業界と連携をしなが

ら、県外の大手企業の雇用水準にできるだけ近づけるように連携し

てやって参りましたけども、このところの景気回復でさらにまた大

企業も雇用水準が上がってきて、賃金がアップしてきてるというな

ところで、また少しそういった雇用面の条件が開きつつあるといっ

たところもその背景にあるようです。

ただし、我々もそういった中で対策も考えていかなければならな

いということで、すでに専門高校の３年生の担任をこちら県庁の方

に招いて研修会を実施しております。その中で、分析の中では県外

の大手の企業は、技能職が多くございまして、技術職よりも技能職

の方が多いと。県内の中小企業ですけれども、技能職よりも技術職

の方が多いと。ですのでそういったところでのやりがいですとか、

自分のいわゆるライフプラン、生きがいとあわせて、いわゆるキャ

リア教育をしっかりと充実させていく中で、単に雇用の労働条件だ

けではなくて、自分の生き方や考え方、そういったものをしっかり

と見つめ直すような指導のあり方を今現在、現場と一緒に取り組ん

でいるというところであります。

（廣田委員）

この７９人という数は、多いというふうに判断していいんです

か。ということであれば、なんかねこの表で見たときに、０．何ポ

イント減少とかこういう形で書かれてもわかりにくいんですよ。で

すから感覚でいいので、非常に危機感を持っていますとか、そうい

う言い方で説明をしていただければ、そういう意味で私たちも真剣

に考えないといけないというようになってくると思うので、そのよ
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うに説明をしていただきたいと思います。

私がたまたまバスに乗ったら、バスの便数が本当に減ってるんで

すよ。減っていて、バスは人が乗っていないかと言ったらもう満員

の状態で、もっと便数を増やせばいいなと思ってるんですけど、や

っぱり人手が足りないということだろうと思うんですよね。ですか

ら、さっきの離島留学制度も非常に大事な制度だと思うんですよ。

県内の生徒が減っているんだから、県外から連れてくる、あるいは

大学とも連携して、大学生も外国の留学生を連れてくるとか、その

ようにやっていかないと、人手不足は解消しないなっていうように

感じるものですから、さっきの離島留学生と合わせてしっかり生徒

が増えるような対策もやっていかなきゃいけないということでお願

いします。意見です。

(嶋崎委員)

子どもたちのことを中心に考えなきゃいけないんですけども、そ

の現実の問題としまして、とりわけ離島とか半島、まず高校卒業し

て、地元に残らないんですよね。ですから、芹野委員もホテル業を

なさってらっしゃるけれども、五島で申しますとリトリート ray っ

ていう８月２９日にオープンしてやはりサービスの要員が足りない

ので、部屋が全部売れないんですね。雲仙なんかも同様で、星野リ

ゾートさん、宮崎旅館さん。やはり、売り止めせざるをえないとい

うのが実態なんですよ。確かに離島半島は給料が安いんですけれど

もね。何とかやっぱりその地元に踏みとどまっていただいてね。だ

から今後は、それこそ行政なりでなかなかそれぞれの企業っていう

のは、待遇面ではあまり思い切ったことできないから、そういう支

援をしないことには、私どもホテルを五島に２つ、雲仙に１つあり

ますけれど、福岡からの派遣です。そうすると今度は宿舎が五島に

ない、ホテルの客室に宿泊させて、売り止めせざるをえないってい

うような現実が実は問題なんです。これ見て工業高校の卒業生が多

いんですね、今実際。４７８が県内で県外が４００。ソニー、それ

から今後は京セラ、青田買いはそのようなところで、高専も含め

て。それからＴＳＭＣもまた第２工場まで作ろうとしてる、こうい

うところを考えると、県内にとどまらないじゃないかなというふう

に本当に危惧をしています。先ほどおっしゃったバスの運転手、私

ども、一気にこのコロナの影響もあって、やっぱり働き方が変わっ

たというか、働き方に対する考えが変わったんでしょう。早期退職

を６０過ぎでして、年金をもらう前にお辞めになる方なんかも増え

てきたんですね、私ども７０前まで働いていいよという仕組みにし

ているんですけれども。本当人手不足に陥ってしまうのが、今長崎

県の状況だと思います。お給料が安いこともあって。だからこの高

校生について何とか地元で働いてもらうような、官民あげた対応策

ということを教育という部分だけじゃなく、何か考えないと大変な

ことになるだろうというふうに危惧をしています。以上です。
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（中﨑教育長）

ありがとうございます。先般、長崎商工会議所とも意見交換をさ

せてもらった中でそういった話になって、やはり教育界と産業界が

より連携しなければいけないということで、人材確保検討委員会を

立ち上げたっていうことを聞いておりますので、より我々も産業界

のニーズをしっかり酌み取って、そのニーズに合うような学びをし

て、マッチングしていくというような動きを進めたいと思っていま

す。今回高校教育課の中に、新たにキャリア教育班というのを立ち

上げましたので、今いろいろご意見が出たところをしっかり教育行

政としても貢献していくというようなことを進めていきたいと思っ

てますので、よろしくお願いいたします。

（嶋崎委員）

ちなみにそのバス業界におきましては、日本バス協会という組織

があって理事会なんかちょっときてるんですけど、外国人をとにか

く採用するしかないっていうところまで実際来ています。決して西

肥バスとか私どもとかっていうだけの話ではなく、全国のバス会社

どこも運転手がいないという状況です。若い人は免許も取らない。

車に乗らない、ましてやこういう物流であるとか、バスとかという

大型の免許を取って運転手をやりたいという人たちが本当に少なく

なってしまっている。危機的な状況であるという事実があります。

ちゃんとご不便をおかけしないようにとは思っているんですけれど

も。

（伊東委員）

外国人を採るといっても、日本はやっぱり賃金が安くなってしま

って、例えばＡＳＥＡＮとかそういうとこからの人もなかなか来な

くなってるんですよね。

（嶋崎委員）

もうみんな韓国に行ってるんですよ。

（伊東委員）

そうですよね。

（嶋崎委員）

円安ですから、仕送りをしなきゃいけないっていうミッションを

抱えて今まで日本に来ていたんですが、ＡＳＥＡＮも厳しい状況で

す。まだまだネパールがなんとかいますけれども、だんだんベトナ

ムとか多分いなくなるんじゃないかというように思っています。

（芹野委員）

もしかしたら高校教育課さんの仕事の範囲ではないのかもしれな

いんですけれども、この就職するしない、就職した県内県外だって
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いう率もそうなんですけど、定着率っていうんですか、これも一つ

見ていく数字に、もし上げられればよろしいんじゃないのかと思い

ます。もしかしたら産業労働部の方かもしれないんですけども、私

も自分で採用をして、今年も４名採用させていただいたんですが、

入社式をしたその日に 1 人辞めるというようなことがありました。

実は相談があるということで、よくよく話を聞けば、実はその面接

の時から試験があって、入社して仕事を始めるところまで、自分自

身は非常に疑問に思っていたっていうか、それは生徒さんご本人の

言葉なので、ご両親の方とか、学校の方とかがどういうふうなお話

をされたのか私は知る由もないんですけど、多分学生さんからすれ

ば、自分の行きたい方向じゃないところに何となく来てしまって言

い出せなくて、もうとどのつまり、入社してからもうこのままでは

っていう、追い詰められたような形で実はっていう話をされたんだ

と思います。学生さんによりけりだと思いますが、進路指導の中で

やっぱりその定着率っていうところも少し見ていかないと、その場

合によっては就職率ばかりを追うばかりに、ご本人の意思と違うと

ころに、無理やりっていう言葉は使えませんけど、ちょっと意思が

固まらないまま決めちゃって、後から早期に辞めてしまうというよ

うな場合も、それは本当に就職したといえるのかという疑問もある

ので。例えば３ヶ月とか半年とかというあたりで、学校の方でヒア

リングをされたりすると、その数字が辞める数字じゃなければ安心

なんですけれど、私の経験上、若い方で、何人かはすぐ辞められ

て、それは何か待遇とかそういう問題ではない、何かがあるような

気がするので。意見として。

（中﨑教育長）

何かコメントありますか、高校教育課長。

（田川高校教育課長）

私どもですね、県内就職の割合のみならず、離職率の推移あたり

はしっかりと追っているところでございまして、やっぱり芹野委員

おっしゃられるように、しっかりと定着させていくということも

我々も一つの使命なのかなというように思っています。

そういったところで、昨年度ぐらいから就職にあたって、応募前

に少なくとも３社ぐらい会社訪問して、見比べてみましょうという

なことを子どもたちに提案をしておりまして、そういったことで、

一番どういったところが自分に適した企業になるのかといったとこ

ろを選定させながら考えさせていくという取り組みを今やってると

ころです。

（中﨑教育長）

私も観光産業をやってきたときにそういう特にサービス業という

のか、離職率が高いと。そういう意味でいけば、さっきの学びの中

に相手の産業の厳しさも含めて知ってもらうっていうことも多分大
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事だろうなっていうことがわかった上で、きっちりマッチングして

いくっていうことが結果的にいいようなケースもあったようなこと

もございました。

（芹野委員）

これが就職して数年っていうことであれば、職業そのもの、もし

くは仕事のそのものに何らか自分と合わないか、合わなかったもの

があったというふうに思えるんですけど、入社してすぐとか、１ヶ

月２ヶ月ぐらいになると、そもそものマッチングのところ、もしく

は本人が本当にやりたいと思ってきたのかっていうところにあるの

かと思うので。その辺り分けて、定着率ということも考えていただ

ければと思います。

（中﨑教育長）

その離職率についても把握できるんですか。

（田川高校教育課長）

労働局です。

（中﨑教育長）

労働局にあるんですね。そういった数字を見ながら、我々も学び

の中でどのようにしっかり定着できるかということを、取り組んで

いきたいと思いますので、よろしくお願いします。他にございませ

んか。伊東委員。

（伊東委員）

今のことに少し関連してですけれど、高校生のインターンシップ

は、あっているんですか。

（芹野委員）

インターンシップで１人入ってくれました。私のところは。ずっ

と来て、そのままよかったから就職。その子は辞めてないんです。

（中﨑教育長）

さっき申しましたように我々知事部局と、今の産業の状況はどう

なのか、求める産業人材はどうなのかっていうところをくみ上げ

て、そこで学びと定着させるようなことはより強めていきたいと思

ってます。しっかり対応して参りたいと思ってます。

（嶋崎委員）

インターンシップについて申しますと、やはり短いですよ、期間

が。だからいくつか経験できるような、もう少しインターンシップ

に時間を割いていただきたい。就職を希望する生徒向けにいろんな

講演会とかをやっていますよね。これもどちらかというと帳面消し
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報   告（２）

みたいな感じで、1 回あればいいみたいなように見受けられます。

だからそのこともいろんな形でお話をしてもらうというようなこと

を今後手掛けていただければと思います。

（中﨑教育長）

わかりました。今日のご意見もしっかり踏まえて対応をよろしく

お願いしたいと思います。

それでは続きまして報告事項（２）について、お願いいたしま

す。

（石橋特別支援教育課長）

失礼いたします。資料１２ページをご覧ください。令和５年３月

特別支援学校高等部卒業生の進路状況についてご報告いたします。

まず１の特別支援学校高等部卒業生の進路につきましては、障害種

別に整理しています。下から２段目の合計の欄をご覧ください。令

和４年度の特別支援学校高等部卒業生が２２１名、訪問教育を含め

ますと全体で２２４名です。このうち、進学者は１２名となってお

り、盲学校、ろう学校からは高等部専攻科へ、知的障害特別支援学

校からは、障害者能力開発センターへ、肢体不自由特別支援学校か

らは、大学及び障害者能力開発センターへ、病弱特別支援学校から

は高等技術専門学校へ、それぞれ進学をしております。また、就職

した卒業生は８０名、福祉サービスを利用する卒業生は、訪問教育

を含めると１２７名で全体の５割強となっております。未定や在宅

は、訪問教育を含めると５名となっており、内訳は入院中または病

気療養中などとなっております。

次に、２の、盲・ろう学校専攻科卒業生の進路についてです。専

攻科の卒業生は、ろう学校から３名でした。３名とも就職となって

おります。続いて３の過去５年間の知的障害特別支援学校高等部の

就職率の推移ですが、（１）の就職希望者に対する就職率は１００％

でした。（２）の卒業生全体に対する就職率は４１．６％となってお

り、前年度より２．１ポイント減という結果になりましたが、卒業

生全体に対する就職希望者が少なかったことが要因となっておりま

す。

職業的自立を目指す生徒の育成に向け、他の特別支援学校より約

２か月早く入学者選考を実施しています、虹の原特別支援学校高等

部就業サービス科と、希望が丘高等特別支援学校におきましては、

それぞれ７名、２１名、計２８名が卒業し、全員が就職を実現する

ことができております。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、希望する進

路の実現率の低下が危惧されましたが、状況に応じて臨機応変に進

路指導計画の変更等を行い、ほぼ生徒の希望通りの進路を実現する

ことができております。具体的な就職先の状況については、次の１

３ページをご覧ください。長崎県教育委員会では、清掃の技能につ

いて検定を実施する長崎県特別支援学校キャリア検定を実施してお
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質 疑

ります。近年は、この検定を通して身につけた清掃の技能を生か

し、医療、福祉を中心に様々な職種で清掃担当として活躍し、就職

をしております。また、この長崎県特別支援学校キャリア検定にお

いては、一昨年度から新たに事務アシスタント種目を開発・実施し

ており、この分野においても、生徒が在学中に、事務業務について

の技能を身につけられるよう取り組んでおります。令和４年度は、

金融保険業において、事務補助員として就職をしております。な

お、就労した卒業生のうち、正規雇用者数は高等部１６名、専攻科

２名なっております。

今後の就労支援の充実に向けた取り組みとしましては、今年度か

ら障害のある子供の活躍応援事業、スポーツ触れ合いプロジェクト

を実施することとしております。この事業は、スポーツ体験活動を

通して、特別支援学校の生徒の自己肯定感や、意欲を高めるととも

に、Ｖ・ファーレン長崎や全県下のパートナー企業との関係を強化

し、新たなキャリア教育の機会の創出や現場実習、障害者雇用につ

なげる仕組みづくりを行い、共生社会の実現を目指すものです。新

しい職域や、業種へ就労の可能性を探って参りたいと思っておりま

す。報告は以上でございます。

（中﨑教育長）

ただいまの報告につきまして、ご質問ご意見等ございませんでし

ょうか。廣田委員。

（廣田委員）

１２ページの特に３番目の項目の知的障害特別支援学校高等部の

就職率、令和４年度１００％っていうのは、これはもう本当に黒い

太字で印刷して欲しいなと思うぐらい、素晴らしいんじゃないかと

私は思います。１００％、７７人の生徒が、全員希望通りに就職で

きたっていうのは画期的なことではないでしょうか。ですから、広

く公表してマスコミ等にもこういう結果になりましたと。１００％

を達成したのは長崎県で初めてなのか、それを知りたいんですけ

ど、どういうですか。

（石橋特別支援教育課長）

就職希望者に対する全員就職っていうのは、過去までさかのぼる

ことはできないんですけども、近年では初めての結果となっており

ます。これにつきましては、特別支援学校の進路担当、あるいは卒

業生の担任などが非常に積極的に企業等を回らせていただいた結果

だと思っておりますので、そういったことについても、特別支援教

育課のホームページなどの媒体を通じて周知をしたいと考えており

ます。

また、一般企業の方を対象とした就労フォーラムなど、企業の方

を招いた研修会等も実施しておりますので、その中でも周知をして

いって、特別支援学校の子供たちでもやれることがたくさんあるん
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だということを周知して参りたいと思っております。

（廣田委員）

であれば、この１００％という数字は広く公表して、そのホーム

ページぐらいじゃなくて、投げ込みぐらいしてね、今年はこういう

ふうに障害のある子供たちが１００％希望通り就職できましたって

いうことを広く公表して何か勇気づけて欲しいなっていう気がしま

す。

それと、おそらく今説明があったように、関係の先生方が大変苦

労されたんじゃないかと思うんですけども、何か苦労話とか、こう

いうこんなことがありながらこういうことがありましたとか、そう

いうニュースはないんでしょうか。そういうこともあわせて公表し

たらどうかと思います。

（石橋特別支援教育課長）

ありがたいお話ありがとうございます。特別支援学校では高等部

ですけども、１年間に２回、１回の実習が２週間から３週間、それ

を３年間行います。それは生徒の実態、子どもの実態を雇っていた

だく企業の方にもよくわかっていただくようにっていうことでやっ

ております。それだと今までの実習先だけではどうしても足らなく

なってしまうケースもございますので、生徒の実態や特性に応じ

た、また新たな職域の実習先の確保に、特に進路指導主事は苦労し

たというような話を聞いております。またここ数年は、実質的な採

用試験となる３年生の現場実習が、コロナウイルス感染症の影響

で、特に病院や高齢者施設での実習が断られるっていうケースがご

ざいました。卒業間際まで、進路について検討を重ねる必要がある

例がたくさんございましたので、そのため、進路の担当やもちろん

担任も含め、ぎりぎりまで保護者面談や実習先の確保、実習先への

周知、子供の特性の理解、そういったところに努めていただいたと

いうことがやはり一番苦労をかけたんではないかなと聞いておりま

す。

（廣田委員）

もう 1 回繰り返しますけども、本当にこの１００％っていう数字

はすごい数字なので、広く公表して、おそらくその生徒の保護者た

ちも一生懸命苦労されたと思うんで、広く一般の方に知っていただ

きたいなと思います。

（中﨑教育長）

ありがたいご指摘です。戦略的になかなか教育というそういった

ブラックイメージばっかりが先行しているので、特に今年度はそう

いったニュースを発信していこうと思っています。

ですからこの数字だけじゃなくて、さっきの話や、例えばこの昨

年度の島原の研修大会など、ちょっとストーリーをつけて、広報と
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いうかパブリシティに努めていただくよう、よろしくお願いしま

す。企画広報班の方もしっかり連携してください。

（嶋崎委員）

私どものグループでも何人か働いていて、今年も多分五島自動車

の方で１人採用させていただいて、数日前に彼と挨拶してきまし

た。本当一生懸命に裏方単純作業なんだけども働いていて本当に助

かっているんですよ。

一般の人と彼らとのコミュニケーションや、スピードが速い遅い

といったそこら辺の調整が取れていけば、もっと同じ職場にたくさ

ん採用できるだろうなと思ったりしているんですけど、なかなか皆

さんでお世話をしながらというのが現実かなと思いますけれども、

本当に五島の方は頑張ってました。どんどんお引き受けします。

（中﨑教育長）

よろしくお願いいたします。ありがとうございます。他にご意見

はよろしいですか。それでは以上で報告事項を終了いたします。

次の議案審議から非公開で行いますので、報道関係者の方は退席を

お願いします。

しばらく休憩しまして、４時２０分から再開をいたします。よろ

しくお願いいたします。


